
 

 

 

令和６年度日米共同統合演習（実動演習）について 

 

 

令和６年１０月２日付広資料第９０号でお知らせしたこのことについて、

横田基地周辺市町基地対策連絡会は、下記のとおり口頭要請を行いました

ので、お知らせします。 

 

記 

 

１ 要請日 

令和６年１０月３日（木） 

２ 要請先 

在日米軍横田基地第３７４空輸航空団司令官 

北関東防衛局長 

３ 要請内容 

令和６年９月２６日（木）及び９月３０日（月）に北関東防衛局から、

「令和６年１０月２３日（水）から１１月１日（金）まで実施される令

和６年度日米共同統合演習（実動演習）に当たり、横田基地においては、

陸上作戦（共同基地等警備訓練）を予定しており、夜間訓練、空包使用

を含む。また、横田基地からＣＶ－２２オスプレイが参加を予定してい

る」との情報提供がありました。 

従前より、当連絡会からは、通常の運用時間帯以外での訓練を極力実

施しないよう求めてきました。 

また、夜間訓練での空包の使用による騒音は、基地周辺の住民の不安
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を助長するとともに、睡眠等が妨げられるなど、その影響は非常に大き

なものです。 

加えて、ＣＶ－２２オスプレイについては、令和５年１１月の墜落事

故に係る事故調査報告書が公表されたものの、依然、基地周辺住民の不

安の解消には至っていません。 

こうした基地周辺住民の生活環境への影響を踏まえ、次のとおり要請

します。（※） 

 

○ 通常の運用時間帯以外での訓練や航空機の運用を極力実施しないこ

と。 

○ 夜間に空包を使用しないこと。 

○ 基地の外に影響を及ぼさないよう十分な配慮を行うこと。 

○ 安全対策の徹底と事故防止に万全の措置を講ずること。 

○ 騒音が大幅に増加することがないよう基地周辺住民に十分配慮する

こと。特に、夜間及び土曜日・日曜日については、徹底すること。 

○ 市街地上空での低空・旋回訓練は行わないこと。 

 

※ 国に対しては「貴職におかれましては、次の事項について、訓練に

関わる自衛隊に周知するとともに、米軍横田基地に申し入れるよう要

請します。」と要請。 


